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This study explored the “family members’ link coordination” phenomenon from a psychological 
perspective, defined as enjoying matching fashions and wearing matching clothes by parents and 
children or brothers and sisters. In Study 1, we conducted an interview survey with mothers (n=4) 
raising infants and toddlers. In Study 2, we conducted a questionnaire survey with female 
university students (n=89) on their experience of conducting or observing “link coordination 
among family members.” Based on the results, we have discussed how to enjoy the phenomenon 
and the phenomenon's effects on surrounding people. 
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 家族や恋人や友人など，親密な関係にある他

者とおそろいの衣服，すなわち同じ洋服や同じ

装飾を身につけるファッションの楽しみ方が

ある。時代によって「おそろい」「ペアルック」

「双子コーデ」「リンクコーデ」「親子(母娘)リン

クコーデ」「家族リンクコーデ」など，範囲と呼

び方がさまざまに変化してきたこの現象は，乳

幼児の衣生活として(布施谷，1991)，親子の関係

性の表れとして(布施谷・松本，2004；増田・淺

井，2016)，あるいは青年期中心の流行現象とし

て(市村・新井・今野，2018 など)，様々な観点

から検討されている。 
布施谷(1991)は，乳幼児の衣生活の構造を検

討するために，乳幼児の保育の主たる分担者と

される母親を対象として，調査を実施している。

家庭状況や衣生活について尋ねる 42 の質問項

目を因子分析した結果，「あなたとお子様，また

は父親とお子様がペアの服を着ることがあり

ますか」という項目は，母子の服購入の際にブ

ランド品を購入するといったブランド購入の

項目や，流行の色や形を考慮するといった流行

に関する項目とともに，おしゃれ志向の因子と

して抽出された。以上より，親子間や家族内の

リンクコーデは，ブランド品を購入したり，流

行を考慮したりするといったおしゃれの楽し

み方の１つとして行われている可能性がある。

また同因子分析では，子どもの意見や希望に対

する母親の衣服選択のあり方も一因子として

抽出された。従来の研究において乳幼児衣料の

大部分は母親に負うているものとして扱われ

てきたが，子供が自己主張をするようになった

時に母親がどのように対処するかという問題

も母子の問題として重要であると布施谷(1991)
は指摘している。この指摘を踏まえれば，家族

内や親子間のリンクコーデは，少なくとも子供

が自己主張を始めるまでは，母親の主導で行わ

れるものと捉えることができよう。 
また，親子間のファッションの影響やその関

わり方についても検討が行われている。布施

谷・松本(2004)は，母と娘(女子大学生)の被服関

心の違いが互いの被服行動にどのように関わ

るのかについて検討している。その結果，母親

も女子大学生も共に，生活の中で被服の関心が

高く，母親のファッションに対して，おしゃれ

であると評価する女子大学生は，母親と一緒に

買い物に行く傾向があった。また，母親と女子

大学生は共に，「品数やバリエーションが増え

るから」や「趣味・センスが合うから」といっ
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た理由からバックや化粧品，スカーフ・マフラ

ーを貸し借りしていることなどを明らかにな

った。一方，増田・淺井(2016)は，ファッション

を含めた母親とのコミュニケーションについ

て，女子大学生(現在の母親との関係)と，母親

(自身が独身の約 20 歳前後の娘時代の母親との

関係)に調査をしている。その結果，女子大学生

および，その母親が娘時代に，「母親をおしゃれ

だと思う」や「母親のファッションセンスが好

き」の得点が高いほど，「母親と衣服の貸し借り

をする」ことや，「親子で服を買いに出かける」

ことの得点が高いことが示されている。以上を

踏まえると，親子(母娘)間で，母親のファッショ

ンを肯定的に評価することは，母親との衣服の

貸し借りといった物品の共有や，母親と一緒に

買い物に出かけるといった場面や時間の共有

などにつながると考えられる。これらは，布施

谷(1991)で検討されているペアの服を着ること

とはまた別の，親子間でのファッションの共有

の形と考えられる。 
以上のように，家族内や親子間のリンクコー

デについては，いくつかの視点で取り上げられ

ており，家族内でおそろいの衣服を身につける

というおしゃれの楽しみ方があり，母親の主導

で行われる可能性や，母親のファッションへの

肯定的な評価が，母親とのファッションに関す

る物品の共有や，場面や時間の共有につながる

ことが明らかになっている。しかし，家族内や

親子間のリンクコーデが実際にどのような場

面や状況で行われているのか，そしてその現象

をどのように楽しみ，捉えているのかといった

ことは不明である。 
一方，市村他(2018)は，青年期を中心とした

「双子コーデ」現象の流行の実態を検討してい

る。市村他(2018)はまず，Twitter に「双子コー

デ」というキーワードとともに投稿された画像

を整理した結果から，双子コーデを「同性の友

人関係にある２人が同じ洋服や装飾アイテム，

もしくは同じ洋服の色や柄違いを用いて，同一

であるように全身をコーディネートすること」

と整理している。そのうえで，大学生を対象と

した２つの調査の結果から，大学生はテレビや

インターネットや雑誌から「双子コーデ」の情

報を得ていることや，実際に双子コーデをして

いる他者を見たり自身が体験したりしている

という流行の実態を確認し，経験の有無と友人

関係スタイルとの関連などを検討している (市
村他，2018)。 
 さらに，大学生の「双子コーデ」の捉え方に

は，経験の有無によって違いがあり，双子コー

デの経験者は「かわいい」「ほほえましい」など

肯定的に捉えているが，双子コーデの未経験者

には，肯定的に捉える者とともに「何も感じな

い」「理解できない」と不可解で受け入れがたい

と感じている者もいた(市村・新井，2020)。また，

双子コーデをする理由の捉え方にも，経験の有

無による違いが見られ，双子コーデの経験者は，

「友だちとの価値観が似ているから」「非日常

を味わいたいから」「テンションがあがるから」

「イベントに参加するため」「楽しいから」とい

ったことを理由として挙げたが，双子コーデの

未経験者は，「友だちとの仲の良さを目に見え

る形にしたいから」「友だちと共通点が欲しい

から」「友だちとの関係の良さを確認したいか

ら」「友だちとの関係の証が欲しいから」，「仲間

意識をもちたいから」といったことを理由とし

て考えていた(市村・新井，2020)。この結果を踏

まえると，家族内や親子間のリンクコーデにも，

経験の有無によって捉え方の違いがある可能

性がある。 
 本研究では，家族内や親子間で，おそろいの

衣服，すなわち同じ洋服や同じ装飾を身につけ

るファッションを「家族内のリンクコーデ」と

捉え，心理学的視点から，探索的に検討するこ

とを目的とする。研究１では，「家族内のリンク

コーデ」が身近にある，すなわち経験したり目

にしたりしていると想定される乳幼児を育て

る母親に面接調査を行う。乳幼児を育てる母親

が家族の衣服(洋服やファッション)にどのよう

に関与しているのか，「家族内のリンクコーデ」

をどのように捉え，実際に家族内で取り入れて

いるのかどうかなどについて尋ねる。研究２で

は，女子大学生を対象に，「家族内のリンクコー

デ」の２つの経験について，質問紙で調査する。

第１は，女子大学生自身の幼少期などの「家族

内のリンクコーデ」経験について，実際に経験

したことがあるかどうかや，経験した場合はそ

の際に感じた感情などについて尋ねる。第２は，

女子大学生が「家族内のリンクコーデ」をして

いる他者をみたことがあるか，どのように評価

しているのか，将来自身も取り入れてみたいか

どうかなどについて尋ねる。以上２つの探索的
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な検討の結果から，「家族内のリンクコーデ」の

現象について，整理する。 

研究１ 

 「家族内のリンクコーデ」の現象が身近にあ

る，すなわち経験したり目にしたりしていると

想定される乳幼児を育てる母親に面接調査を

行う。乳幼児を育てる母親が，家族の衣服(洋服

やファッション)にどのように関与しているの

か，「家族内のリンクコーデ」をどのように捉え，

実際に家族内で取り入れているのかどうかな

どについて尋ねる。 
方法 

 2020年12月に，縁故法にてリクルートした，

乳幼児および小学生を育てる母親 4名(30~40代，

2~3 人の子どもがいる)を対象に，Zoom 等を用

いたオンライン形式にて，半構造化面接を実施

した。面接時間は，各 30～40 分程度であった。 
面接内容 はじめに，家族の洋服購入に関する

質問として，「洋服はどのくらいの頻度で購入

しますか」，「家族の洋服は誰が選んで購入して

いますか」，「洋服を購入する際にこだわってい

ることや，参考にしているものはありますか」

について尋ねた。次いで，本研究では，家族内

や親子間で，おそろいの衣服，すなわち同じ洋

服や同じ装飾を身につけるファッションを「家

族内のリンクコーデ」と捉えているものの，現

象を説明する様々な表現があることを考慮し，

「家族内でおそろいのファッションをすると

いう現象」と表現し，「家族内でおそろいのファ

ッションをするという現象を知っていますか」，

「この現象をどのように呼んでいますか」，「こ

の現象の情報に触れたことがありますか」，「こ

の現象を実際に見たことがありますか」，「この

現象を体験したことがありますか」について尋

ねた。なお，現象の情報に触れたり，実際に見

たり，体験したことについては，いつ頃のどの

ようなものであったか，その際に感じたことな

どのエピソードなども尋ねた。 
 なお，本調査の実施にあたっては，第１著者

の所属する大学の倫理に関する委員会にて承

認を得ている(承認番号 1947)。 
結果 

 結果については，面接内容の各質問項目への

回答を以下に記述する。 
はじめに，家族の洋服購入に関する質問の「洋

服はどのくらいの頻度で購入しますか」に対し

て，「月に１~２回くらい」や「安くて似合いそ

うな物を見掛けたら買う」，「頻度はわからない

が、人よりは買っている方だと思う」という回

答がみられた(各回答 n=1)。また，「家族の洋服

は誰が選んで購入していますか」に対して，「私

(母親)が自分と子どもの服を選ぶ」，「私(母親)が
子どもの服を選ぶが、主人(父親)の洋服は選ば

ない」，「私(母親)が子どもの服を勝手に買って

くる」や「私(母親)が第１子の服を選ぶが、第２

子は自分で選ぶ、第３子は半々くらい（母親が

選ぶときと子どもが選ぶときがある）、主人(父
親)の服も私(母親)が勝手に買ったりする」とい

う回答が得られ(各回答 n=1)，主に母親が子ども

の服を選んでいるが(n=4)、父親が子どもの服を

選ぶという回答はみられなかった。「洋服を購

入する際にこだわっていることや，参考にして

いるものはありますか」に対して，「高い物は買

わない」や「そこそこ安くて似合いそうな物」

や，「洗濯のしやすさ」，「着心地。デザイン。か

わいいかどうか」といったこだわりに関する回

答や，「子育てのブログ」，「雑誌」などの回答が

あった(各回答 n=1)。 
次いで，「家族内でおそろいのファッション

をするという現象を知っていますか」に対して，

対象者全員(n=4)が「現象を知っている」と回答

し，「この現象をどのように呼んでいますか」に

対して，対象者全員(n=4)が「おそろい」と表現

し、「双子コーデ(n=2)」および「リンクファッシ

ョン(n=1)」，「ペアルック(n=1)」と呼んでいると

回答した。また，「この現象を実際に見たことが

ありますか」に対して，「街中(n=1)」や「親戚と

の集まり(n=1)」，「テーマパーク(n=3)」や「キャ

ンプ場やイベント会場(n=1)」で現象を見たこと

があるという回答が得られた。現象を見て感じ

たことについては，「目立つ」や「目につく」と

いう回答に加えて，「キャンプとか開放的にな

っていると，ありなのかなと思う」や「普段じ

ゃない，日常じゃないから。人は人みたいな感

じ」という回答があった(各回答 n=1)。 
また，「この現象を体験したことがあります

か」に対しては，「子どもたちは同じ服をもって

いるし、私(母親)も全くおそろいの物ではない

が，色合いが似ている服を着る」や「子どもた

ちはデザイン違いの同じ服を持っている」，「そ

れっぽくおそろいにしたり、母と娘だけ一緒に
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する」などの回答があった(各回答 n=1)。加えて，

「お花見で写真を撮るために」や「記念写真を

撮るときにそろえた」など，イベントの際に体

験したという回答もあった(各回答 n=1)。さら

に，自身(母親)が幼少期に，兄弟や自身の母親と

同じ服を着たという記憶や，写真などがあると

いう回答(n=3)もあった。 
以上より，家族内で特に子どもの衣服(洋服や

ファッション)の選択は，本調査では対象者全員

が母親によって選択されており，服の購入には，

値段や着心地およびデザイン、選択のしやすさ

などが重視されるという回答が得られた。また，

本調査の対象者全員(母親)は，家族内でおそろ

いにするというファッションおよびその現象

を様々な形で知っていた。実際に，家族内でお

そろいにしている他の家族を見かけると，目立

つように感じるが，特定の場であれば，特異な

ことではないという回答が得られた。また，自

身も，家族内や自身の子どもたち(兄弟)の間で，

同じ服を着せたり，色合いが似ている服やおそ

ろいのように見えるようなファッションを取

り入れ，様々な形で楽しんで行っていること，

自身(母親)も幼少期に経験していた。 

研究２ 

 女子大学生を対象に，以下２つの経験につい

て，質問紙調査を行う。第１は，女子大学生自

身の幼少期などの「家族内のリンクコーデ」経

験について，実際に経験したことがあるかどう

かや，経験した場合はその際に感じた感情など

について尋ねる。第２は，女子大学生が「家族

内のリンクコーデ」をしている他者をみたこと

があるか，どのように評価しているのか，将来

自身も取り入れてみたいかどうかなどについ

て尋ねる。 
方法 

 2021 年 6～7 月に，関東圏の女子大学に通う

女子大学生 89 名(年齢 M=19.7，SD＝0.7)を対象

に，google フォームを用いて，質問紙調査を実

施した 2。心理学関連の授業で資料等の配信に

用いているクラウド型の教育支援サービスに

て，授業の受講者に対し，調査対象者募集に関

する情報を配信した。本調査への参加は授業の

内容や，成績評価には一切関係がないことを明

記し，興味がある場合に参加するように説明し

た。 

調査項目 研究 1 と同様に，表現を特定せず，

「両親や兄弟(姉妹)とおそろいの洋服を着た

経験」について，経験の有無，経験した時期

(Figure 1 参照)およびその相手(Figure 2 参照)を
多重回答方式で尋ねた。加えて，経験時の状況

や感情について，泉・渡辺(1994)，宇野他(1994)
を参考に 16 項目を作成し，多重回答方式で尋

ねた(Figure 3 参照)。また，「あなたがおそろい

の洋服を着たことは，どのような思い出ですか」

と尋ね，「悪い思い出」から「良い思い出」の５

件法で回答を求めた。得点が低いほど，「悪い思

い出」となり，得点が高いほど，「良い思い出」

となるように得点化した。 
次いで，街中などで，「家族や兄弟(姉妹)でお

そろいの洋服を着ている人達」を見たことがあ

るかどうかについて，経験の有無，見かけた関

係性(Figure 4 参照)，見かけた場所(Figure 5 参照)
について多重回答方式で尋ねた。加えて，見か

けた際の評価について，市村・新井(2020)が作成

した 15 項目(Figure 6 参照)を多重回答方式で尋

ねた。また，「将来，自分のパートナー(恋人な

ど)と，おそろいの洋服を着たいと思いますか」，

「将来，自分が親になったとしたら，自分の子

どもとおそろいの洋服を着たいと思いますか」

と尋ね，「全くそう思わない」から「とてもそう

思う」の５件法で回答を求めた。両項目とも，

得点が低いほど「全くそう思わない」，得点が高

いほど，「とてもそう思う」となるように得点化

した。 
なお，本調査の実施にあたっては，第１著者

の所属する大学の倫理に関する委員会にて承

認を得ている(承認番号 2106)。 
結果 

自身の家族内のリンクコーデの経験 両親や

兄弟(姉妹)とおそろいの洋服を着た経験につい

ては，全体の 62.9％(n=56)が，経験があると回

答した。経験者(n=56)を対象に，その時期および

その相手についての結果を Figure 1，Figure 2 に

示す。小学校入学前および小学生の時期の経験

が 70％以上であり，母親(44.6％)や妹(35.7％)と
いった同性の家族とのおそろいの洋服を着た

経験がある者の割合が高いことが明らかにな

った。 

経験時の状況や感情について，各項目の全体

の選択率を Figure 3 に示す。「嬉しい(60.7％)」
や「楽しい(51.8％)」，「うきうきした(33.9％)」 
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Figure 1 両親や兄弟(姉妹)とのおそろいの

洋服を着た時期の選択率(％) 

 

 

 
Figure 2 おそろいの洋服を着た相手の選択

率(％) 

 
 
 

Figure 3 経験時の状況や感情項目の全体の

選択率(％) 

 

Table 1 経験時の状況や感情項目の選択別の

思い出の捉え方の得点および t検定の結果 

 
**p<.01 

※複数の対象者に選択された項目のみ記載した 
 
 
の選択率が高かった。また，「照れくさい(19.6%)」
や「恥ずかしい(16.1％)」，「目立っている(14.3％)」
も選択された。 
また，経験時の状況や感情の各項目の選択別

に，「あなたがおそろいの洋服を着たことは，ど

のような思い出ですか」の得点(全体 M=4.2，SD 
=0.9)比較を行うために，t 検定を行った(Table1
参照)。その結果，「嬉しい」と「楽しい」を選択

した者は，選択しなかった者よりも，おそろい

の洋服を着たことを良い思い出であると回答

しており，「気まずい」と「いらいらした」を選

択した者は，選択しなかった者よりも，おそろ

いの洋服を着たことを悪い思い出であると回

答していた。 

家族内のリンクコーデをしている他者をみた

経験 家族や兄弟(姉妹)でおそろいの洋服を着

ている人達を見た経験については，全体の

87.6％(n=78)が，経験があると回答した。経験者

(n=78)を対象に，見かけた関係性と見かけた場

所についての結果を Figure 4，Figure 5 に示す。

「おそらく兄弟(姉妹)のおそろい(88.5％)」，「お

そらく親子のおそろい(53.8%)」を，「テーマパー

ク(85.9％)」や「ショッピングモール・デパート

(71.8％)」といった場所で見かけていることが明

らかになった。 
家族や兄弟(姉妹)でおそろいの洋服を着てい

る人達を見た際の評価について，各項目の全体

の選択率を Figure6 に示す。「かわいい(89.7％)」 

n M SD n M SD

うれしい 34 4.7 0.5 22 3.6 1.1 4.2 **

恥ずかしい 9 3.8 1.5 47 4.3 0.8 1.1

楽しい 29 4.6 0.6 27 3.8 1.1 3.4 **

落ち着いた 5 3.8 0.8 51 4.3 1.0 1.1

目立っている 8 4.6 0.7 48 4.2 1.0 1.3

照れくさい 11 4.2 0.9 45 4.2 1.0 0.2

うきうきした 19 4.5 0.7 37 4.1 1.0 1.7

気まずい 3 2.7 0.6 53 4.3 0.9 3.2 **

自慢したい 2 4.5 0.7 54 4.2 1.0 0.4

いらいらした 2 2.0 1.4 54 4.3 0.8 3.8 **

快適な 3 4.0 1.0 53 4.3 1.0 0.4

選択 非選択
ｔ
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Figure4 見かけた関係性の選択率(％) 

 
 
 

Figure 5 見かけた場所の選択率(％) 

 
 
 

Figure 6 見かけた際の評価項目の全体の選

択率(％) 

 
 

 

や「ほほえましい(79.5％)」の選択率が高く，「好

ましい(25.6％)」や「うらやましい(14.1％)」も

選択された。 
また，家族や兄弟(姉妹)でおそろいの洋服を

着ている人達を見た際の評価の各項目の選択

別に，「将来，自分のパートナー(恋人など)と，

おそろいの洋服を着たいと思いますか」の得点 

Table 2 見かけた際の評価項目の選択別の 

パートナーとの経験願望得点および t 検定の結果 

 
*p<.05 

※家族や兄弟(姉妹)でおそろいの洋服を着ている人達

を見た経験者(n=78)を分析対象とした。複数の対象者に

選択された項目のみ記載した。 

 
 

Table 3 見かけた際の評価項目の選択別の 

子どもとの経験願望得点および t 検定の結果 

 
**p<.01 

※家族や兄弟(姉妹)でおそろいの洋服を着ている人達

を見た経験者(n=78)を分析対象とした。複数の対象者に

選択された項目のみ記載した。 

 
 
(全体 M=3.1，SD =1.3)の比較を行うため，t 検定

を行った(Table 2 参照)。その結果，「かわいい」

と「好ましい」，「魅力を感じる」を選択した者

は，選択しなかった者よりも，将来，自分のパ

ートナー(恋人など)と，おそろいの洋服を着た

いと思うと回答していた。 
家族や兄弟(姉妹)でおそろいの洋服を着てい

る人達を見た際の評価の各項目の選択別に，

「将来，自分が親になったとしたら，自分の子

どもとおそろいの洋服を着たいと思いますか」 
の得点(全体 M=2.9，SD =1.4)の比較を行うため，

t 検定を行った(Table 3 参照)。その結果，「かわ

いい」と「うらやましい」を選択した者は，選

択しなかった者よりも，将来，自身も親になっ 

n M SD n M SD

尊敬する 2 2.0 1.4 75 2.9 1.3 0.9

かわいい 69 3.0 1.3 8 1.9 0.8 2.3 *

うらやましい 11 3.3 1.3 66 2.8 1.3 1.1

好ましい 20 3.4 1.3 57 2.7 1.3 2.2 *

魅力を感じる 6 4.0 0.9 71 2.8 1.3 2.3 *

ほほえましい 61 2.9 1.3 16 2.8 1.5 0.4

選択 非選択
ｔ

n M SD n M SD

尊敬する 2 2.5 2.1 76 3.1 1.4 0.6

かわいい 70 3.2 1.4 8 1.9 0.6 4.7 **

うらやましい 11 4.1 0.8 67 2.9 1.4 3.9 **

好ましい 20 3.5 1.4 58 2.9 1.4 1.6

魅力を感じる 6 3.7 1.2 72 3.0 1.4 1.1

ほほえましい 62 3.1 1.4 16 3.1 1.6 0.0

選択 非選択
ｔ
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Table4 各項目間の相関係数の結果 

**p<.01 

※右上は相関係数，左下は有効標本数を示す。 

 
 
たとしたら，自分の子どもとおそろいの洋服を

着たいと思うと回答していた。 

また，「あなたがおそろいの洋服を着たこと

は，どのような思い出ですか」，「将来，自分の

パートナー(恋人など)と，おそろいの洋服を着

たいと思いますか」，「将来，自分が親になった

としたら，自分の子どもとおそろいの洋服を着

たいと思いますか」の 3 項目間のピアソンの相

関係数を算出した(Table 4)。その結果，自身がお

そろいの洋服を着たことが良い思い出であっ

たかどうかは，将来，自身が自分のパートナー，

とおそろいの洋服を着たいかどうかといった

こととは関係がなかったが，自分が親になった

としたら，自分の子どもとおそろいの洋服を着

たいと思うこととは関係があった。また，将来，

自身が，自分のパートナーとおそろいの洋服を

着たいと思う人ほど，自分が親になったとした

ら，自分の子どもとおそろいの洋服を着たいと

思うことが明らかになった。 

総合考察 

 本研究の目的は，家族内や親子間で，おそろ

いの衣服，すなわち同じ洋服や同じ装飾を身に

つけるファッションを「家族内のリンクコーデ」

と捉え，心理学的視点から，探索的に検討する

ことであった。研究１では，「家族内のリンクコ

ーデ」が身近にある，すなわち経験したり目に

したりしていると想定される乳幼児を育てる

母親に面接調査を行った。研究２では，女子大

学生を対象に，以下２つの経験について質問紙

調査を行った。第１は，女子大学生自身の幼少

期などの「家族内のリンクコーデ」の経験であ

った。第２は，女子大学生が「家族内のリンク

コーデ」をしている他者を見たことがある経験

であった。 
「家族内のリンクコーデ」については，研究

１において，表現は様々であるものの，対象者

全員が現象を知っていた。また，母親は，親戚

との集まりや，テーマパークやイベント会場な

ど様々な場所や状況で，実際に「家族内のリン

クコーデ」を取り入れている他者を見たことが

あり，母親自身も幼少期に経験していた。また，

家族内で子どもの衣服(洋服やファッション)に
関する選択をすることが多い母親が，イベント

などの際に，家族内や自身の子どもたち(兄弟)
の間で，同じ服を着せたり，色合いが似ている

服やおそろいのように見えるようなファッシ

ョンを取り入れていた。研究２では，女子大学

生自身が小学校入学前や小学生といった乳幼

児期や児童期の際に，主に同性の家族との間で，

おそろいの洋服を着たという経験をしている

ことが明らかになった。また，女子大学生は，

おそらく兄弟(姉妹)，親子でおそろいの洋服を

着ている人達を，ショッピングモール・デパー

ト，テーマパークで見た経験があった。以上か

ら，「家族内のリンクコーデ」の現象は，現在，

乳幼児を育てている母親だけではなく，母親自

身が幼少期にも経験していること，現在の女子

大学生も，幼少期や児童期に体験したことがあ

ったり，現象を見たことがあり，幅広い世代に

周知された現象であると考えられる。また，「家

族内のリンクコーデ」は，母親の主導によって，

何らかのイベントや外出の際に取り入れられ

るものと考えられる。 
 なお，研究２では，女子大学生が家族とおそ

ろいの洋服を着た経験について，その際の感情

や，その経験をどのような思い出として捉えて

いるのかといった点についても注目した。女子

大学生が家族とおそろいの洋服を着た際には，

「嬉しい」や「楽しい」「うきうきした」に加え，

「照れくさい」や「恥ずかしい」，「目立ってい

る」と感じていた人もいた。また「嬉しい」や

「楽しい」と感じていた者は，その経験を良い

思い出と捉えていた。一方で，「気まずい」と「い

らいらした」と感じていた者は，その経験を悪

い思い出と捉えていた。以上から，「家族内のリ

ンクコーデ」の経験には，ポジティブな感情と

共に良い思い出と捉える者がいる一方で，ネガ

ティブな感情と共に悪い思い出と捉える者が

いることが明らかになった。布施谷(1991)は，乳

幼児衣料の大部分は母親に負うているものと

して扱われてきたが，子どもが自己主張をする

ようになった時に母親がどのように対処する

Ⅰ
あなたがおそろいの洋服を着たことは、どのよう
な思い出ですか

.23 .43 **

Ⅱ
将来、自分のパートナー（恋人など）と、おそろい
の洋服を着たいと思いますか

.56 **

Ⅲ
将来、自分が親になったとしたら、自分の子ども
とおそろいの洋服を着たいと思いますか

Ⅲ

(52)

(52) (77)

Ⅰ Ⅱ
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かという問題も母子の問題として重要である

と指摘している。前述したように，女子大学生

自身が小学校入学前や小学生といった乳幼児

期や児童期の際に，おそろいの洋服を着たとい

う経験をしていることを踏まえると，母親の主

導によって「家族内のリンクコーデ」を経験し，

ポジティブ感情な感情を感じ，その経験を肯定

的に評価する者がいる一方で，衣服に関して自

己主張すると共に，「家族内のリンクコーデ」を

経験し，ネガティブな感情を感じ，その経験を

否定的に評価する者もいると考えられる。 
 加えて，研究２では，女子大学生に，街中な

どで，おそろいの洋服を着ている家族や兄弟(姉
妹)を見た際の評価についても注目した。その結

果，女子大学生は，おそろいの洋服を着ている

家族や兄弟(姉妹)を見た際に，「かわいい」や「ほ

ほえましい」と評価していることが明らかにな

った。「家族内のリンクコーデ」と類似した，友

人間の「双子コーデ」現象に対して，大学生が

「かわいい」や「ほほえましい」と評価してい

る(市村・新井，2020)ことを踏まえると，「家族

内のリンクコーデ」や「双子コーデ」といった

「おそろいの衣服を身につけること」は，周囲

から，肯定的な評価を受けることと考えられる。 
 また，女子大学生が，おそろいの洋服を着て

いる家族や兄弟(姉妹)を見た際に，「かわいい」

と「好ましい」，「魅力を感じる」と評価した者

は，将来，自分のパートナー(恋人など)と，おそ

ろいの洋服を着たいと思うと回答していた。さ

らに「かわいい」と「うらやましい」と評価し

た者は，将来，自身も親になったとしたら，自

分の子どもとおそろいの洋服を着たいと思う

と回答していた。以上のように，「家族内のリン

クコーデ」を見て，肯定的な評価をした者は，

将来，自分も，パートナーや子どもと，やって

みたいと考えていることが明らかになった。加

えて，女子大学生に，自身の幼少期などの「家

族内のリンクコーデ」の経験の思い出と，将来，

自分のパートナーや子どもと，おそろいの洋服

を着てみたいと思うかについて，その関連を検

討した。その結果，自身がおそろいの洋服を着

たことが良い思い出であったかどうかは，将来，

自分のパートナーとおそろいの洋服を着たい

かどうかといったこととは関係がなかったが，

自分が親になったとしたら，自分の子どもとお

そろいの洋服を着たいと思うこととは関係が

あった。自身が「家族内のリンクコーデ」を経

験したことを良い思い出と捉えることが，将来，

自身の家族内で取り入れてみたいと思うこと

につながると考えられる。 
本研究の結果を踏まえると，「家族内のリン

クコーデ」の現象は，下記の２点から，整理さ

れる。第１に，「家族内のリンクコーデ」の楽し

み方である。家族内，親子間や兄弟(姉妹)間で，

おそろいの衣服を身につけることは，現在，母

親である世代が取り入れているだけではなく，

母親や女子大学生自身が幼少期などにも経験

していることであり，経験の際には全体として

ポジティブな感情を感じており，幅広い世代が

何らかの形で楽しんできた現象であると整理

される。また，「家族内のリンクコーデ」は，イ

ベントや外出の際に取り入れられていた。「双

子コーデ」の経験者が，双子コーデをイベント

や非日常を楽しむ手段として行っていること

(市村・新井，2020)を踏まえると，「家族内のリ

ンクコーデ」も同様に，家族内のイベントや外

出をより楽しむために行われていると考えら

れる。ただし，母親の主導と想定される「家族

内のリンクコーデ」の経験を，ポジティブな感

情と共に良い思い出と捉える者がいる一方で，

ネガティブな感情と共に悪い思い出と捉える

者がいることが明らかになった。家族で，イベ

ントや外出をより楽しむために「家族内のリン

クコーデ」を行うものの，家族（主として母親）

の主導によって「家族内のリンクコーデ」を行

った際に，必ずしも家族全員が「家族内のリン

クコーデ」にポジティブな捉え方をするわけで

はなく、追従した家族がネガティブな捉え方を

する可能性もある。 
第２に，「家族内のリンクコーデ」が周囲に与

える影響である。親子間や兄弟(姉妹)間の「家族

内のリンクコーデ」は，友人間の「双子コーデ」

(市村・新井，2020)と同様に，周囲からポジティ

ブな評価を受けており，「おそろいの衣服を身

につけること」は，周囲から，ポジティブな評

価を受けることであると整理される。また，こ

れらのポジティブな評価は，自身も，将来自分

のパートナー(恋人など)や子どもとおそろいの

洋服を着たいと考えることと関連する。「双子

コーデ」によって友人関係を深めたり，周囲に

自身と友人間の仲の良さを呈示していること

(市村他，2018)を踏まえると，「おそろいの衣服



市村・新井 (2023). 容装心理学研究, 2(1), 23–31. 
 

- 31 - 
 

を身につけること」によって，将来のパートナ

ーや家族との関係を深めたいと考える可能性

もある。 
 最後に今後の課題について，３点議論する。

第１は，「家族内のリンクコーデ」の現象を母親

の視点から行う検討である。本研究では，乳幼

児を育てている母親を対象に面接調査を行い，

質的に「家族内のリンクコーデ」を検討した。

本研究では，対象とした母親全員が，「家族内の

リンクコーデ」の経験者であったこと，双子コ

ーデの経験有無によって現象の捉え方が異な

る可能性がある（市村・新井，2020）ことを踏

まえ，「家族内のリンクコーデ」の現象の詳細を

検討するために，今後は乳幼児を育てている母

親を対象とした量的な検討が必要である。また，

市村・新井(2020)が双子コーデをする理由につ

いて検討しているように，実際にどのような理

由で「家族内のリンクコーデ」を行っているの

か，検討する必要がある。第２は，「家族内のリ

ンクコーデ」の現象を家族の視点から行う検討

である。母親の主導で「家族内のリンクコーデ」

が行われた際に，家族はどのように捉えている

のかといった視点も重要な検討点であると考

えられる。「家族内のリンクコーデ」がどのよう

に家族内で楽しまれているのかなど詳細を検

討する必要もある。第３は，サンプル数の問題

である。本研究では，女子大学生を対象に，「家

族内のリンクコーデ」の経験に注目したが，感

情項目の選択別に検討を行ったため，群のサン

プル数が非常に少なった項目もあり，サンプル

数や測定項目等についても検討が必要と考え

られる。 
 

注 

2 家族内のリンクコーデ現象を主として検証

した先行研究はないが，類似した現象である

双子コーデ現象について，本研究と同様に探

索的な検討を行った市村他（2018）を参考に，

同程度のサンプル数の調査を予定し，実施し

た。 

利益相反 

本論文に関して開示すべき利益相反事項は 
無い。 
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本研究では，家族内，親子間や兄弟(姉妹)間で，おそろいのファッションを楽しんだり，

おそろいの洋服を着るという「家族内のリンクコーデ」の現象について，心理学的視点

から，探索的に検討した。研究１では，乳幼児を育てる母親(N=4)を対象に面接調査を

実施した。研究２では女子大学生(N=89)を対象に，これまでの「家族内のリンクコーデ」

の経験と，「家族内のリンクコーデ」を見た経験について質問紙調査を行った。結果を

踏まえて，家族内，親子間や兄弟(姉妹)間で，おそろいのファッションを楽しんだり，

おそろいの洋服を着るという「家族内のリンクコーデ」の現象について，その現象の楽

しみ方と，周囲に与える影響から考察した。 
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